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記録  

 
西表島の北西沖に位置する外離島より, ハスエ
ラタテジマウミウシ Armina magna Baba, 1955
が 1 個体確認されたため, ここに記録する. こ
の個体は, 2014年 6月 6日の 13:20に外離島の
内湾的環境の水深 18m の砂泥底を匍匐してい
た (図 1a). その周りには, ミナミウミサボテン
Cavernulina orientalis   (Thomson & Simpson, 
1909) が複数確認された. このハスエラタテジ
マウミウシを海中でサンプル管に入れ, 海水に
入れたまま研究室に持ち帰り, 水槽内で撮影及
び計測を行ったところ, 全長約 120 mm，体幅約
52mm であった (図 1b). 
ハスエラタテジマウミウシはダイオウタテ

ジマウミウシ Armina major Baba, 1949に酷似す
るが, 前者は頭膜が無地であるのに対し, 後者
は頭膜に外套膜背面同様の縦縞を有す事から

区別される. 今回得られた個体は頭膜に縦縞を
欠いており, ハスエラタテジマウミウシと同定
される. また, ハスエラタテジマウミウシの外
套膜背面の体色について, Baba (1955: 23, 48, pl. 
11(29)) は黒色の地色に黄色の縦線を有すとし, 
また Gosliner & Fahey (2011: 253, fig. 1A) は白
色から黄色の縦線を有すとしている. また外套
膜の周縁は橙黄色  (Baba, 1955: 23, 49, pl. 
11(29)) あるいは黄色からオレンジ色 (Gosliner 
& Fahey, 2011: 253, fig. 1A) の狭線に縁取られ
るとしており, 今回外離島から得られた個体の
色彩的な特徴に概ね一致していた.  
本種は八重山諸島では稀であると考えられ, 

また, あまりダイバーが訪れない透明度の悪い
砂泥底の内湾で調査を行ったことがこの発見

に繋がったと考えられる. なお, 採集標本は琉
球 大 学 資 料 館  ( 風 樹 館 ; RUMF) に
RUMF-ZM-9223として収蔵した. 
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Abstract. Armina magna Baba, 1955 (Arminidae) 
is recorded from Sotopanare Island, Yaeyama 
Islands, Japan. This individual was observed 
crawling on the sandy-muddy bottom at a depth of 
18 m at 13:20 on 6 June 2014. 
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図 1. 外離島より採集されたハスエラタテジマウミウシ. 
Fig. 1. Armina magna Baba, 1955 from Sotopanare Island, Ryukyu Archipelago, Japan. 

 
 
 
 
 
 
 


